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 9 月 18 日（金） 9 月 25 日（金） 10 月 2 日（金） 10 月 9 日（金） 

祝福  第 4 回理事会 11：15～     休会 

卓話 下別府正樹君 休会 祝日の振替 卓話 中澤 一君 （WFF 中止の為） 

   加藤 昭博君      

 

 

本日のプログラム 

司会  会 場委員 会  

・点鐘       会長       和田 了司君 

・ROTARY SONG    「われら日本のロータリアン」 

・今月の歌 

・ビジター紹介   会長        和田 了司君 

2020-21 年度 国際ロータリー第２７６０地区  

東尾張分区 ガバナー補佐 中林 正人君 

2020-21 年度 国際ロータリー第２７６０地区  

地区副幹事        金田 剛士君 

2020-21 年度 国際ロータリー第２７６０地区 

東尾張分区  分区副幹事 真城 壮司君 

2020-21 年度 国際ロータリー第２５００地区 

帯広南ロータリークラブ  加藤 貴裕君 

米山奨学生              顧  彬楠様  

・米山奨学金授与 

・食事・歓談 

・委員会報告 

・会長挨拶     会長     和田 了司君 

・補佐講話 ガバナー補佐     中林 正人君 

・幹事報告      幹事     杤本 正樹君 

・点 鐘       会長      和田 了司君 

今月の歌 

「みかんの花咲く丘」 

みかんの花が  咲いている 

      思い出の道    丘の道 

      はるかに見える 青い海 

      お船が遠く    かすんでる 

先週の記録 

会長挨拶         会長 和田 了司君 

皆さん、こんにちは.本日はたくさんの方に参加して

いただきありがとうございます。 

昨日は教育委員会へのポケトークの贈呈式に行って

参りました。教育長から感謝状を頂きました。副会 

 

２０２０年９月１１日（金）２４５２回（９月第２例会） 

長の速水さん、社会奉仕委員会の下別府さん、公共

イメージ向上委員会の内藤さん、パスト会長の近藤 

さん、杤本幹事さんご苦労様でした。中部経済新聞・

中部ケーブルネットワーク・くらしのニュースにも 

取り上げていただけるそうです。公共イメージ向上 

に寄することでありがたく思っております。ポケト

ークは多言語に対応し音声でも文字でも双方向に対

応する多言語翻訳機です。日本語教室及び外国人ご

父兄の応対に使用するそうです。 

 また、先週はズーム講習会ご苦労さまでした。コ

ロナ禍による会場のソーシャディスタンス確保のた

めの収容人員の不足分をズームを併用することで解

決するというのがきっかけですが、これからは理事

役員会・例会はズームでの参加を含めて、出席率１

００パーセントを目指してゆきたいと思っています。

しかし、あくまでロータリーの例会の魅力の一つは

仲間と群れるというか、顔と顔を合わせ、食事と会

話を楽しみ、祝福をともにすることにあると思いま

す。ズームでの参加というのはあくまで補助的なも

のと思っています。 

 今日の例会は SDGs の取り組み例の発表卓話です。

内藤さんには中部電力の、林田さんには野村證券の

SDGｓの具体的な取り組みをお話しいただきます。お

二人の会社がどんな開発目標を掲げているか？その

目標どんな風にいつまでに達成する計画なのか。 

会員各々、自社で SDGsの手法を取り入れてゆく参考

例として戴きたいと思っています。 

幹事報告         幹事  杤本 正樹君 

◎第三回 理事・役員会報告 

1.審 議 事 項 

第１号議案：月次収支表・貸借対照表承認の件    

第２号議案：春日井市教育委員会へ、多言語翻訳機

「ポケトーク」５台 148,500円相当寄贈の件          

全て承認されました。 



 

 

2.協 議 事 項 

春日井市民病院へ「ありがとう弁当」配膳の件 

3.報 告 事 項   

1.昨年度 国際奉仕委員会事業 文具寄贈事業の寄

贈者からのお礼の手紙について 

2.10月度プラザホール（スクール形式での定員 30

名）での例会の運営について 

→ 椅子席のみで例会を行い、食事は弁当を提供す

る予定です。 

3.9/11 ガバナー補佐との懇談会 11：30～ 場所：

ホテルプラザ勝川 5F春日 

4.9/11 第二回クラブ協議会 13：30～ 場所：ホテ

ルプラザ勝川 4Fけやき. 

5.9/4 中日新聞に「ポケトーク」寄贈の様子の記事

が掲載されました。 

6. 次回理事会 10月 2 日（金）11：15～ 議案の提

出は 9月 28日までに 

出席報告        委員長   友松 英樹君 

会員 56名 出席 45名 出席率 80.0% 

先々週の修正出席  休会   休会 

 

ニコボックス委員会   委員長  岡本 博貴君 

○SDGsの取組を聞かせて頂きます。 

                和田 了司君 

○内藤君、林田君 SDGsの卓話宜しくお願いし 

ます。             杤本 正樹君 

○SDGs の卓話を楽しみにしています。 

川瀬 治通君 

○ＲＣ活動が中日新聞に掲載された喜びで 

青山 博徳君 

○来年の春日井マラソンも中止となり残念ですが、 

先週マラソンでサブスリーを目標にすることをひ 

そかに決意しました！前向きにかんばります！ 

藤川 誠二君 

○内藤君、林田君の卓話を楽しみにしております。                 

梅村  守君  大西 信之君  大橋 省吾君  

大原 泰昭君  岡本 博貴君  小川  長君 

小柳出和文君  加藤 昭博君  加藤久仁明君   

加藤  茂君  加藤 宗生君  北  健司君  

近藤 太門君  芝田 貴之君  清水  勲君    

社本 太郎君  宅間 秀順君  峠 テル子君  

友松 英樹君  内藤 修久君  中澤  一君   

成瀬 浩康君  西村 輝幸君  野浪 正毅君  

野間 峰彦君  長谷川智幸君  場々大刀雄君    

早川 八郎君  速水 敬志君  廣瀬 清司君    

古屋 義夫君  松尾 隆徳君  三上  努君 

森部 清孝君  山田  治君 

○ご協力ありがとうございます。 

ニコボックス委員会 

 

卓話              内藤 修久君 

中部電力グループの SDGsの取り組み 

 本日は卓話の機会をいただきましてありがとうご

ざいます。SDGsの概要ならびに中部電力グループの

SDGs の取り組みについてお話しさせていただきます。 

 SDGs は「持続可能な開発目標」で、2015年の国連

総会で採択された「持続可能な開発のための 2030ア

ジェンダ」に掲げられた 2030年までに持続可能でよ

りよい世界を目指す国際目標です。17のゴール（な

りたい姿）と 169のターゲット（具体的達成基準）

で構成されています。 

 SDGs は、気候変動、人権、社会インフラ、都市問

題、経済成長など広範な社会課題の解決を対象とし

ています。そのために、先進国を含むすべての国、

自治体、企業、市民などあらゆる主体が取り組みを

実施して「誰一人取り残さない」ことを目指してい

ます。企業には、ボランティア、寄付などに留まら

ず、企業が収益をあげることが同時に社会や地球環

境の改善につながるようなビジネスをしていくこと

が求められています。企業側にとっては SDGsに取り

組むことで新たなビジネスチャンスの獲得、企業価

値の向上につながります。 

次に、中部電力グループの SDGs の取り組みについ

て紹介します。弊社グループの企業理念は「くらし

に欠かせないエネルギーをお届けし、社会の発展に

貢献します」で、電気を安全、安価に安定的にお客

さまにお届けすることを使命としています。一方、

東日本大震災・原子力発電所事故を契機とした電力

システム改革によって、2020年 4 月に持株会社であ

る「中部電力」、販売事業を担う「中部電力ミライズ」、

送配電事業を担う「中部電力パワーグリッド」に分

社しました。また、燃料調達と火力発電事業は東京

電力との共同出資会社である「JERA」に統合してい

ます。 

 分社はしましたが、弊社グループの果たすべき使

命は変わることなく、さらに新たな時代に対応する

ため「安定供給・レジリエンス」「低炭素社会の実現」

「新たな価値の創造・提供」に向けた取り組みを推

進し、「エネルギーインフラ」を発展させて社会課題

の解決に役立つサービスをエネルギーとともに提供

する「コミュニティサポートインフラ」に進化させ

ることを目指しています。 

「安定供給・レジリエンス」では、災害時の設備復

旧にドローンやスマートメーターといったデジタル

技術の活用拡大、停電情報お知らせサービスなどの

お客さまへの情報発信の強化、自治体との連携強化

などです。これらは SDGsのゴールの 7、9、11、17

に該当します。 

「低炭素社会の実現」については、火力発電の熱効

率向上、再生可能エネルギー発電の拡大、CO2フリー

メニューの導入などです。これらは SDGsのゴールの

7、9、13に該当します。 

「コミュニティサポートインフラの創造」として、

弊社の保有する電力・情報通信ネットワークを活か

し、社会課題の解決に向けた新サービスの創出や提

供を実施します。これらは SDGsのゴールの 3、7、8、



 

 

9、11、17に該当します。 

 このコミュニティサポートインフラ事業の具体的

な事例についてご紹介します。昨年 11月、春日井市

さまと「ICTを活用した地域課題解決に関する連携協

定」を締結しました。この連携事業として、弊社の

電力スマートメーター（以下、SMという）の通信ネ

ットワークを活かした事業の実証試験を実施してい

ます。一つは下水氾濫検知サービスです。近年、ゲ

リラ豪雨等により短時間のうちに下水道水位が上昇

し内水氾濫が発生しています。これをいち早く察知

できるようマンホール内にセンサーを設置し、水位

情報をSMの通信ネットワークを使って市役所さまに

お届けするものです。いま一つは高齢者位置情報サ

ービスです。認知症等の高齢徘徊者に小型の通信端

末を持っていただき、その位置情報を SM で受信し、

場所を特定します。 

 事業段階にあるのが、電柱にカメラを設置して防

犯や敷地内監視に利用いただく「みまもりポール」

です。子どもの見守りでは「どこニャン」というサ

ービスを開始しています。子どもに通信端末を持た

せ、位置情報や行動履歴をスマートフォンなどでリ

アルタイムに確認できます。 

 また、来年度からは「電力スマートメーター通信

網を活用したガス自動検針サービス」を開始します。

LP ガスメーターに無線通信端末を設置し、ガス使用

量や残量データ、ガス漏れ警報などについて、SMを

経由して情報をやり取りします。 

 慶応義塾大学病院様とは在宅患者の見守りや遠隔

診療の支援に関する共同研究を実施しています。弊

社がデータプラットフォームを構築し、患者と医師

が双方向にコミュニケーションが取れ、電力使用量

や室内温度などのデータの送信、生活指導などが行

える仕組みを研究しています。 

 今後とも、弊社グループはエネルギーの安定供給

とともに、事業環境の変化を成長のチャンスと捉え、

先端技術を活用して社会課題の解決に努めSDGsに貢

献していきます。 

以上 

 

卓話               林田 健児君 

SDGsの現状と野村グループの取り組み 

社会貢献の考え方の変化として、本業を通じた社会

貢献が求められております。本業の片手間に行うも

のから本業を通じた社会貢献、企業のイメージアッ

プにつながるものから実際の企業価値を増大するた

めの手段に。外部から批判を避けるために行うもの

（守り）から積極的に行うことで新しい商品・市場

へとつながる（攻め）。企業の持続可能性には財務面

だけでなく非財務面の要素も大きく関わっており、

企業価値はその双方で計るものという考え方が広が

っております。投資家が企業の持続可能性を計るう

えで重視する 3つの非財務面として ESGがあります。

Environment(環境)、Social(社会)、 Governance(企

業統治)の頭文字からESGと言われ注目されておりま

す。企業の ESGへの取り組みを判断し投資をする投

資家が増えてきております。また株主から企業への

要請として株主総会での株主の提案が企業を動かす

例が増えてきております。スターバックスが 2020年

までに使い捨てプラスチックストローを廃止すると

発表したのも株主提案がきっかけでした。企業に社

会的価値を求める株主が増えてきており、行動しな

いことがリスクになる時代になってきております。

経団連が提唱している倫理規定「企業行動憲章」も

SDGsに沿った内容に改訂されております。17項目に

ある「パートナーシップで目標を達成しよう」を取

り入れ、自社・グループ会社に加え、サプライチェ

ーンにも行動変革を促すと企業行動憲章を改訂して

おります。トヨタ自動車などもサプライヤーに行動

変革を依頼しております。内閣府地方創生推進事務

局からは、地方創生SDGs金融フレームワークの中で、

地域のメインプレーヤーである地域事業者が地方公

共団体と連携して地域におけるSDGs達成に向けた取

り組みを主導し、地域金融機関や上場会社等がその

取組を支援し、更に機関投資家・メガバンク・証券

会社が直接的/間接的な働きかけを行うことにより、

これら取組に民間資金等を積極的に呼び込むことが

重要とあります。経済産業省からは中小企業の取り

組み事例として、神奈川県の株式会社大川印刷が紹

介されております。これからの企業は三方よしに

SDGsの考え方である次世代を加えた四方よしに取り

組むことで自社の持続可能性を向上させることがで

きるのではないでしょうか。野村グループの取り組

みとして社会貢献型商品を提供しております。革新

的な医療技術開発・創薬などを行う企業へ投資する

商品です。SDGsの 3番「健康と福祉」への貢献を掲

げており、信託報酬の一部は米国の医学研究所へお

送りしております。また、SDGsの 4番目である「質

の高い教育をみんなに」の項目として、全国で小・

中学生から社会人まで、幅広い世代への教育・啓発

活動を展開しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 和田 了司君 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 内藤 修久君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 林田 健児君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2020年 9月 3日 自動翻訳機贈呈式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 9月 4日 中日新聞掲載記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 9月 6日、春日丘高校インターアクトクラブ

が高蔵寺駅で今年 7月の熊本豪雨災害の募金活動を

行いました。 

暑い中、たくさんの生徒さんたちが大きな声で募金

の呼びかけをしていました。（撮影：川瀬治通君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週の MENU 

【洋食、お弁当形式】 

 

(お食事） 

・ミックスフライ盛り合わせ  

柴漬けのタルタルソース 

(スープ） 

・カボチャのポタージュスープ 

・サラダ 

・ライス 

・デザート 

・コーヒー 

報告事項 

2020年 5月 春日井市内在住の外国人支援として日本語教育が必要な小中学生に学用品を贈呈のお礼の

手紙を次ページ以降に掲載しています。 

次ページ以降については、春日井ロータリークラブ・ホームページに掲載している会報（第 2452 号）

を御参照願います。 



文具セットプレゼント

お礼の手紙


































